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応策を論じたものである。第 1 章では、老人ホームの火災事例の検討を、第 2 章では大阪府下のホー
ム火災発生状況を詳細に検討、避難施設の貧弱さを指摘し、第 3 章では日常生活時(転倒骨折が多い)
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を調査し、問題点を摘出し、対応手法について論じ、第 4 章は総括として、老人施設の安全計画の方
向を論じている。
結語は、本論文の総括であり、得られた新知見による結論と今後の研究方向について記述している。
論文の審査結果の要旨
本論文は建築計画に必要な老人の諸特性を明確化し、その最適設計の方策を論じたものである。
著者はまず、生理、心理、社会的側面から老人の諸特性を検討し、建築との不適合を論じ、つぎに
老人ホームの実態調査から、生活における「なわばり」領域形成と類向性の著しいことを実証し、さら
に精神的、肉体的能力の衰退が火災発生時のような極限状態はもちろん、日常生活時にも危険性を増
大させている事実を示し、安全計画手法を提案している。
以上の成果は、老人福祉の必要性と高齢化社会の到来を前にして最適設計のための多〈の新しい基
礎的知見を示したものであり、建築計画の進歩に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文
として価{直あるものと認Jめる。
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